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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月30日(2019.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）配列番号１４
【化１５０】

　（ｂ）配列番号１５
【化１５１】

　（ｃ）配列番号１６
【化１５２】

　（ｄ）配列番号１７

【化１５３】

　（ｅ）配列番号３３
【化１５４】

　（ｆ）配列番号３１

【化１５５】

；あるいは
　（ｇ）（ａ）～（ｆ）の等価物であって、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相
同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下
で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイ
ズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件
が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×
ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×
ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、等価物
から選択されるアミノ酸配列を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組
換え型のポリペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または
抗原結合性断片であって、必要に応じて、重鎖（ＨＣ）可変ドメイン配列および軽鎖（Ｌ
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Ｃ）可変ドメイン配列を含む、抗体または抗原結合性断片。
【請求項２】
　モノクローナル抗体またはヒト化抗体である、請求項１に記載の抗体または抗原結合性
断片。
【請求項３】
　前記モノクローナル抗体が、ＩｇＧである、請求項２に記載の抗体または抗原結合性断
片。
【請求項４】
　請求項２に記載のモノクローナル抗体を産生するハイブリドーマ。
【請求項５】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の抗体または抗原結合性断片をコードする、単離
されたポリペプチド。
【請求項６】
　請求項５に記載のポリペプチドをコードする、単離されたポリヌクレオチド。
【請求項７】
　請求項６に記載のポリヌクレオチドおよび、必要に応じて異種プロモーター配列を含む
ベクター。
【請求項８】
　請求項５に記載のポリペプチド、請求項６に記載のポリヌクレオチドまたは請求項７に
記載のベクターのうちの１つまたは複数を含む、単離された宿主細胞。
【請求項９】
　任意の１つまたは複数の請求項１に記載の抗体または抗原結合性断片を含む組成物。
【請求項１０】
　前記組成物が、以下：
　配列番号１２
【化１６２】

配列番号１３

【化１６３】

またはそれらのそれぞれの等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまた
は組換え型のポリペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体ま
たは抗原結合性断片をさらに含み、等価物ポリペプチドが、参照ポリペプチドと少なくと
も約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジ
ェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物
とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリン
ジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣ
から約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度
；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、請
求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片のうちの１つまたは複数が、ポリクロ
ーナル抗体またはモノクローナル抗体であり、かつ／または
　前記組成物が、アジュバント、抗原性ペプチド、ＤＮアーゼ、異なる抗体、または抗菌
薬のうちの１つまたは複数をさらに含む、
請求項９または１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　バイオフィルムを破壊する、またはそれに干渉するための組成物であって、有効量の、
　（ａ）配列番号１４
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【化１７０】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；
　（ｂ）配列番号１６

【化１７１】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；
　（ｃ）配列番号１７

【化１７２】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；
　（ｄ）配列番号３３

【化１７３】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；
　（ｅ）配列番号３１
【化１７４】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；あるいは
　（ｆ）アミノ酸配列ＮＰＸＴを含むポリペプチド
のうちの１つまたは複数を含み、
　前記組成物は前記バイオフィルムと接触させられることを特徴とし、等価物は、参照ポ
リペプチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するポリペプチド
、または高ストリンジェンシー条件下で、前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチ
ドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ
酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーショ
ン温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％ま
でのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水によ
る洗浄溶液を含む、組成物。
【請求項１３】
　前記組成物が、配列番号１３
【化１７５】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、有効量の抗体または抗
原結合性断片と共に前記バイオフィルムと接触させられることを特徴とし、等価物が、参
照ポリペプチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するポリペプ
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チド、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリペプチ
ドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ
酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーショ
ン温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％ま
でのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水によ
る洗浄溶液を含む、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　バイオフィルムの存在を検出するための組成物であって、
　任意の１つまたは複数の請求項１に記載の抗体または抗原結合性断片を含み、
前記組成物はバイオフィルムを有することが疑われる表面に投与されることを特徴とし、
前記１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片の存在がバイオフィルムの存在に対応し
、必要に応じて、前記１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片が検出可能な標識に共
有結合により付着させられるか、または検出可能に標識化される、組成物。
【請求項１５】
　前記組成物が、配列番号１２
【化１８１】

配列番号１３
【化１８２】

またはそれらのそれぞれの等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまた
は組換え型のポリペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体ま
たは抗原結合性断片の群より選択される、１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片と
共に投与されることをさらに特徴とし、等価物ポリペプチドが、参照ポリペプチドと少な
くとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリ
ンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相
補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高スト
リンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×Ｓ
ＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド
濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む
、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　処置を必要とする対象を処置するための組成物であって、有効量の請求項１に記載の抗
体または抗原結合性断片を含み、必要に応じて、前記組成物が、１つまたは複数の単離さ
れたまたは組換え型のポリペプチドであって、
　（ｉ）配列番号１２
【化１８５】

　（ｉｉ）配列番号１３
【化１８６】

　（ｉｉｉ）配列番号１４
【化１８７】

　（ｉｖ）配列番号１５
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【化１８８】

　（ｖ）配列番号１６
【化１８９】

　（ｖｉ）配列番号１７
【化１９０】

　（ｖｉｉ）配列番号３３
【化１９１】

　（ｖｉｉｉ）配列番号３１
【化１９２】

　（ｉｘ）アミノ酸配列ＮＰＸＴを含むポリペプチド；あるいは
　（ｘ）（ｉ）～（ｉｘ）の等価物であって、等価物が、参照ポリペプチドと少なくとも
約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェ
ンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物と
ハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジ
ェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣか
ら約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；
および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、等価
物
から選択されるアミノ酸配列を含む、またはそれから本質的になるポリペプチド、あるい
は有効量の抗菌薬と共に投与されることを特徴とする、組成物。
【請求項１７】
　前記対象が、Ａｇｇｒｅｇａｔｉｂａｃｔｅｒ　ａｃｔｉｎｏｍｙｃｅｔｅｍｃｏｍｉ
ｔａｎｓ、Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｂｕｒｇｄｏｒｆｅｒｉ（例えば、Ｂ３１）、Ｂｏｒｄｅ
ｔｅｌｌａ　ｐｅｒｔｕｓｓｉｓ（例えば、Ｔｏｈａｍａ　Ｉ）、Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒ
ｉａ　ｐｓｅｕｄｏｍａｌｌｅｉ（例えば、６６８）、Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅ
ｎｏｃｅｐａｃｉａ（例えば、ＨＩ２４２４）、Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ（例
えば、Ｋ１２　ＭＧ１６５５）、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ（例えば
、Ｖ５８３）、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ（例えば、Ｒｄ　ＫＷ２
０）、Ｈｅｌｉｃｏｂａｃｔｅｒ　ｐｙｌｏｒｉ（例えば、２６６９５）、Ｋｌｅｂｓｉ
ｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａ、Ｍｏｒａｘｅｌｌａ　ｃａｔａｒｒｈａｌｉｓ（例えば
、ＲＨ４）、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｍｅｇｍａｔｉｓ（例えば、ＭＣ２）、Ｍ
ｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ（例えば、ＣＤＣ１５５１）、Ｎ
ｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｒｈｏｅａｅ（例えば、ＦＡ１０９０）、Ｎｅｉｓｓｅｒ
ｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ（例えば、ＭＣ５８）、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅ
ｒｕｇｉｎｏｓａ、Ｐｏｒｐｈｙｒｏｍｏｎａｓ　ｇｉｎｇｉｖａｌｉｓ（例えば、Ｗ８
３）、Ｐｒｅｖｏｔｅｌｌａ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ（例えば、１７）、Ｐｒｅｖｏｔｅ
ｌｌａ　ｍｅｌａｎｉｎｏｇｅｎｉｃａ（例えば、ＡＴＣＣ（登録商標）２５８４５）、
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ（例えば、ＭＷ２）、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ（例えば、ＲＰ６２Ａ）、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ａｇａｌａｃｔｉａｅ（例えば、２６０３Ｖ／Ｒ）、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ
　ｂｏｖｉｓ、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｇａｌｌｏｌｙｔｉｃｕｓ（例えば、ＵＣ
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Ｎ３４）、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｇｏｒｄｏｎｉｉ（例えば、ＮＣＴＣ　７８６
８　（Ｃｈａｌｌｉｓ））、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｍｕｔａｎｓ（例えば、ＵＡ
１５９）、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ（例えば、Ｒ６）、Ｓｔ
ｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏｇｅｎｅｓ（例えば、ＭＧＡＳ１０２７０）、Ｓｔｒｅ
ｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｏｂｒｉｎｕｓ（例えば、６７１５）、Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　
ｅｎｔｅｒｉｃａ（例えば、ｔｙｐｈｉ、ＣＴ１８）、Ｔｒｅｐｏｎｅｍａ　ｄｅｎｔｉ
ｃｏｌａ（例えば、ＡＴＣＣ（登録商標）３５４０５）、Ｔｒｅｐｏｎｅｍａ　ｐａｌｌ
ａｄｕｍ（例えば、Ｎｉｃｈｏｌｓ）、Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａ（例えば、Ｅｌ　
Ｔｏｒ、Ｎ１６９６１）、Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ種、Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎ
ｅｕｍｏｐｈｉｌａ、およびＬｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓの群より選
択される、バイオフィルム形成性微生物に感染しているか、処置を必要とする前記対象が
、感染した人工デバイス、関節、カテーテル、ステントまたは他の外科用インプラント、
肺感染症、肺炎、嚢胞性線維症、中耳炎、中耳腔換気用チューブ後の耳漏、慢性化膿性中
耳炎、自然弁感染性心内膜炎、骨髄炎、鼻副鼻腔炎、前立腺炎、尿路感染症、皮膚創傷、
ライム病、齲歯、および歯周炎の群より選択される状態または疾患を患っているか、前記
対象が、小児患者であるか、前記投与が、局所投与または全身性投与であるか、あるいは
前記有効量が、１回または複数回の用量を含む、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　バイオフィルムに関連する疾患または状態を有することが疑われる対象を処置するため
のワクチン組成物であって、
　（ｉ）配列番号１４

【化１９３】

　（ｉｉ）配列番号１５
【化１９４】

　（ｉｉｉ）配列番号１６
【化１９５】

　（ｉｖ）配列番号１７
【化１９６】

　（ｖ）配列番号３３

【化１９７】

　（ｖｉ）配列番号３１
【化１９８】

　（ｖｉｉ）アミノ酸配列ＮＰＸＴを含むポリペプチド；あるいは
　（ｖｉｉｉ）（ｉ）～（ｖｉｉ）の等価物であって、等価物ポリペプチドが、参照ポリ
ペプチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、
または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチド
もしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸
を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション
温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％まで
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のホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による
洗浄溶液を含む、等価物
から選択されるアミノ酸配列を含む、またはそれから本質的になる、１つまたは複数の、
単離されたまたは組換え型のポリペプチドを含み、必要に応じて、前記ワクチン組成物が
、以下：
　配列番号１２
【化１９９】

配列番号１３
【化２００】

またはそれらのそれぞれの等価物から選択されるアミノ酸配列を含む、またはそれから本
質的になる、１つまたは複数の、単離されたまたは組換え型のポリペプチドをさらに含み
、等価物ポリペプチドが、参照ポリペプチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミ
ノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸
配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレ
オチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から
約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝
液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×
ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含み、かつ／または前記ワクチン組成物が
有効量のアジュバントをさらに含む、ワクチン組成物。
【請求項１９】
　患者から単離された試料中の１つまたは複数のＤＮＡＢＩＩタンパク質の存在または非
存在を、バイオフィルム関連疾患を有することが疑われる対象が請求項１に記載の抗体も
しくは抗原結合性断片または請求項９に記載の組成物で処置されるかどうかの指標とする
方法であって、前記患者から単離された前記試料において、１つまたは複数のＤＮＡＢＩ
Ｉタンパク質の存在または非存在を検出するステップであって、前記１つまたは複数のＤ
ＮＡＢＩＩタンパク質の存在がバイオフィルムの存在に対応する、ステップを含み、１つ
または複数のＤＮＡＢＩＩタンパク質の存在は、前記対象が有効量の請求項１の抗体もし
くは抗原結合性断片または請求項９に記載の組成物を用いて処置できることを示す、方法
。
【請求項２０】
　生物学的試料中の１つまたは複数のＤＮＡＢＩＩの結合の存在を、前記生物学的試料中
の、配列番号１２から１７までおよび配列番号３３から選択されるポリペプチドを含む、
１つまたは複数のポリペプチドの存在に基づき決定する、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　請求項１に記載の抗体もしくは抗原結合性断片または請求項９に記載の組成物と、使用
のための指示とを含むキットであって、必要に応じて、アジュバント、抗原性ペプチド、
ＤＮアーゼ、抗体、または抗菌薬のうちの１つまたは複数、あるいは液体キャリア、薬学
的に許容されるキャリア、固相キャリア、薬学的に許容されるポリマー、リポソーム、ミ
セル、インプラント、ステント、ペースト、ゲル、歯科インプラント、または医療用イン
プラントの群より選択されるキャリアをさらに含む、キット。
【請求項２２】
　配列番号１４から１７まで、配列番号３１、もしくは配列番号３３、またはそれらのそ
れぞれの等価物の群より選択される１つまたは複数のポリペプチド配列を含むキットであ
って、等価物が、参照ポリヌクレオチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸
同一性を有するポリペプチド、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列
をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチ
ドによりコードされるポリペプチドを含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から
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約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝
液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×
ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含み、必要に応じて、前記キットが、配列
番号１２、配列番号１３、またはそれらのそれぞれの等価物の群より選択される１つまた
は複数のポリペプチド配列をさらに含み、等価物が、参照ポリヌクレオチドと少なくとも
約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するポリペプチド、または高ストリンジェ
ンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物と
ハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるポリペプチドを含み、高ストリ
ンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳ
Ｃから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃
度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、
キット。
【請求項２３】
　請求項６に記載のポリペプチドをコードするポリヌクレオチドを含むキットであって、
必要に応じて、選択された前記ポリペプチド配列に特異的な抗体の産生のための指示、ま
たは前記ポリペプチド、前記ポリヌクレオチド、もしくは前記抗体のうちの任意の１つま
たは複数の検出のための指示をさらに含む、キット。
【請求項２４】
　重鎖（ＨＣ）免疫グロブリン可変ドメイン配列および軽鎖（ＬＣ）免疫グロブリン可変
ドメイン配列を含む、単離された抗体であって、前記抗体が、配列番号１３のアミノ酸ま
たはその等価物を含むＩｈｆＡのエピトープに結合し、等価物が、それらと少なくとも約
８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェン
シー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハ
イブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェ
ンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから
約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；お
よび約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含み、前記抗
体がヒト化抗体またはモノクローナル抗体の群より選択され、
　前記ＨＣが、
　（ａ）アミノ酸配列ＦＳＬＴＳＹＳ（配列番号５８）もしくはその等価物を含むＨＣ　
ＣＤＲＨ１；および／または
　（ｂ）アミノ酸配列ＩＷＡＧＧＳＴ（配列番号６２）もしくはその等価物を含むＨＣ　
ＣＤＲＨ２；および／または
　（ｃ）アミノ酸配列ＲＥＤＳ（配列番号７７）もしくはその等価物を含むＨＣ　ＣＤＲ
Ｈ３
を含み；
かつ／あるいは前記ＬＣが、
　（ｄ）アミノ酸配列ＱＮＶＧＴＮ（配列番号７９）もしくはその等価物を含むＬＣ　Ｃ
ＤＲＬ１；および／または
　（ｅ）アミノ酸配列ＳＡＳ（配列番号８２）もしくはその等価物を含むＬＣ　ＣＤＲＬ
２；および／または
　（ｆ）アミノ酸配列ＱＱＹＮＳＹＰ（配列番号１０８）もしくはその等価物を含むＬＣ
　ＣＤＲＬ３
を含み、
　等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミ
ノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌ
クレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ
るアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュ
ベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約
７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオ
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ン水による洗浄溶液を含む、抗体。
【請求項２５】
　ＤＮＡＢＩＩタンパク質の、微生物ＤＮＡへの結合を阻害する、それと競合する、また
はそれを漸減することが可能な抗体または抗原を同定する方法であって、
　（ａ）ＤＮＡＢＩＩタンパク質、その断片、またはその等価物内の、アンチパラレルの
ベータリボンの一部としての、鋭角ターンと一致するアミノ酸配列を同定するステップと
；
　（ｂ）１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片を、前記ＤＮＡＢＩＩタンパク質、
その断片、またはその等価物を特異的に認識する、またはそれに特異的に結合するそれら
の能力についてスクリーニングするステップと
を含み、必要に応じて、前記アミノ酸配列が、コンセンサス配列ＮＰＸＴを含む、方法。
【請求項２６】
　前記Ｘが、Ｑ、Ｒ、Ｋ、Ｓ、およびＴの群より選択されるアミノ酸を表す、請求項２５
に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６５７】
　本明細書で言及される全ての刊行物、特許出願、特許、および他の参考文献は、それぞ
れが参照により個別に組み込まれるのと同程度に、参照によりそれらの全体において明示
的に組み込まれる。齟齬が生じた場合は、定義を含め、本明細書に従う。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
(項目１)
　（ａ）配列番号１４
【化１５０】

　（ｂ）配列番号１５
【化１５１】

　（ｃ）配列番号１６
【化１５２】

　（ｄ）配列番号１７
【化１５３】

　（ｅ）配列番号３３
【化１５４】

　（ｆ）配列番号３１
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【化１５５】

；あるいは
　（ｇ）（ａ）～（ｆ）の等価物であって、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相
同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下
で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイ
ズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件
が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×
ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×
ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、等価物
から選択されるアミノ酸配列を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組
換え型のポリペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または
抗原結合性断片。
(項目２)
　重鎖（ＨＣ）可変ドメイン配列および軽鎖（ＬＣ）可変ドメイン配列を含む、単離され
た抗体または抗原結合性断片であって、
　（ａ）配列番号１４
【化１５６】

　（ｂ）配列番号１５
【化１５７】

　（ｃ）配列番号１６

【化１５８】

　（ｄ）配列番号１７
【化１５９】

　（ｅ）配列番号３３
【化１６０】

　（ｆ）配列番号３１

【化１６１】

　（ｇ）アミノ酸配列ＮＰＸＴを含むポリペプチド；あるいは
　（ｈ）（ａ）～（ｇ）の等価物であって、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相
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同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下
で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイ
ズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件
が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×
ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×
ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、等価物
から選択されるアミノ酸配列を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組
換え型のポリペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または
抗原結合性断片。
(項目３)
　（ａ）前記ＨＣが、（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ
５．Ｇ２により産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４
　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗
体のうちの任意の１つのＣＤＲＨ３配列を含み；かつ／または
　（ｂ）前記ＬＣが、（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ
５．Ｇ２により産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍｍＩｈｆｍＢ
４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される
抗体のうちの任意の１つのＣＤＲＬ３配列を含む、項目２に記載の抗体または抗原結合性
断片。
(項目４)
　（ａ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＨ３配列が、アミノ酸配列ＴＥＬＧＡＹ（配列番号
１２９）を含み；かつ／または
　（ｂ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＬ３配列が、アミノ酸配列ＷＱＳＴＨＦＰＨ（配列
番号１５８）を含む、
項目３に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目５)
　前記ＨＣが、（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ
２により産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨ
Ｉ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうち
の任意の１つのＣＤＲＨ２配列をさらに含む、項目２に記載の抗体または抗原結合性断片
。
(項目６)
　ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５によ
り産生された抗体の前記ＣＤＲＨ２配列が、アミノ酸配列ＩＤＰＥＮＤＤＴ（配列番号１
１４）を含む、項目５に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目７)
　前記ＨＣが、（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ
２により産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨ
Ｉ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうち
の任意の１つのＣＤＲＨ１配列をさらに含む、項目２に記載の抗体または抗原結合性断片
。
(項目８)
　ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５によ
り産生された抗体の前記ＣＤＲＨ１配列が、アミノ酸配列ＦＮＩＫＤＹＹ（配列番号１１
０）を含む、項目７に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目９)
　前記ＬＣが、（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ
２により産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨ
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Ｉ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうち
の任意の１つのＣＤＲＬ２配列をさらに含む、項目２に記載の抗体または抗原結合性断片
。
(項目１０)
　ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５によ
り産生された抗体の前記ＣＤＲＬ２配列が、アミノ酸配列ＬＶＳ（配列番号１３３）を含
む、項目９に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目１１)
　前記ＬＣが、（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ
２により産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨ
Ｉ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうち
の任意の１つのＣＤＲＬ１配列をさらに含む、項目２に記載の抗体または抗原結合性断片
。
(項目１２)
　ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５によ
り産生された抗体の前記ＣＤＲＬ１配列が、アミノ酸配列ＱＳＬＬＤＳＮＧＫＴＹ（配列
番号１３０）を含む、項目１１に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目１３)
　前記ＨＣが、
　（ａ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　
１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任
意の１つのＣＤＲＨ１のアミノ酸配列を含むＨＣ　ＣＤＲＨ１；および／もしくは
　（ｂ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　
１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任
意の１つのＣＤＲＨ２のアミノ酸配列を含むＨＣ　ＣＤＲＨ２；および／もしくは
　（ｃ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　
１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任
意の１つのＣＤＲＨ３のアミノ酸配列を含むＨＣ　ＣＤＲＨ３
を含み；ならびに／または前記ＬＣが、
　（ｄ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　
１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任
意の１つのＣＤＲＬ１のアミノ酸配列を含むＬＣ　ＣＤＲＬ１；および／もしくは
　（ｅ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　
１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任
意の１つのＣＤＲＬ２のアミノ酸配列を含むＬＣ　ＣＤＲＬ２；および／もしくは
　（ｆ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　
１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任
意の１つのＣＤＲＬ３のアミノ酸配列を含むＬＣ　ＣＤＲＬ３
を含む、項目２に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目１４)
　（ａ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＨ１配列が、アミノ酸配列ＦＮＩＫＤＹＹ（配列番
号１１０）を含み；かつ／もしくは
　（ｂ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
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５により産生された抗体の前記ＣＤＲＨ２配列が、アミノ酸配列ＩＤＰＥＮＤＤＴ（配列
番号１１４）を含み；かつ／もしくは
　（ｃ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＨ３配列が、アミノ酸配列ＴＥＬＧＡＹ（配列番号
１２９）を含み；
ならびに／または
　（ｄ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＬ１配列が、アミノ酸配列ＱＳＬＬＤＳＮＧＫＴＹ
（配列番号１３０）を含み；かつ／もしくは
　（ｅ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＬ２配列が、アミノ酸配列ＬＶＳ（配列番号１３３
）を含み；かつ／もしくは
　（ｆ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＬ３配列が、アミノ酸配列ＷＱＳＴＨＦＰＨ（配列
番号１５８）を含む、
項目１３に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目１５)
　前記ＨＣが、
　（ａ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１
２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任意
の１つのＣＤＲＨ１のアミノ酸配列を含むＨＣ　ＣＤＲＨ１と；
　（ｂ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１
２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任意
の１つのＣＤＲＨ２のアミノ酸配列を含むＨＣ　ＣＤＲＨ２と；
　（ｃ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１
２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任意
の１つのＣＤＲＨ３のアミノ酸配列を含むＨＣ　ＣＤＲＨ３と
を含み、前記ＬＣが、
　（ｄ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１
２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任意
の１つのＣＤＲＬ１のアミノ酸配列を含むＬＣ　ＣＤＲＬ１と；
　（ｅ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１
２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任意
の１つのＣＤＲＬ２のアミノ酸配列を含むＬＣ　ＣＤＲＬ２と；
　（ｆ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１
２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任意
の１つのＣＤＲＬ３のアミノ酸配列を含むＬＣ　ＣＤＲＬ３と
を含む、項目２に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目１６)
　（ａ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＨ１配列が、アミノ酸配列ＦＮＩＫＤＹＹ（配列番
号１１０）を含み；
　（ｂ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＨ２配列が、アミノ酸配列ＩＤＰＥＮＤＤＴ（配列
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番号１１４）を含み；
　（ｃ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＨ３配列が、アミノ酸配列ＴＥＬＧＡＹ（配列番号
１２９）を含み；
　（ｄ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＬ１配列が、アミノ酸配列ＱＳＬＬＤＳＮＧＫＴＹ
（配列番号１３０）を含み；
　（ｅ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＬ２配列が、アミノ酸配列ＬＶＳ（配列番号１３３
）を含み；
　（ｆ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＬ３配列が、アミノ酸配列ＷＱＳＴＨＦＰＨ（配列
番号１５８）を含む、
項目１５に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目１７)
　前記ＨＣが、（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ
２により産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨ
Ｉ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうち
の任意の１つの重鎖可変ドメインのアミノ酸配列を含む、項目２に記載の抗体または抗原
結合性断片。
(項目１８)
　ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５によ
り産生された抗体の前記重鎖可変ドメインが、配列番号５３のアミノ酸配列を含む、項目
１７に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目１９)
　前記ＬＣが、（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ
２により産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨ
Ｉ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうち
の任意の１つの軽鎖可変ドメインのアミノ酸配列を含む、項目２に記載の抗体または抗原
結合性断片。
(項目２０)
　ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５によ
り産生された抗体の前記軽鎖可変ドメインが、配列番号５７のアミノ酸配列を含む、項目
１９に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目２１)
　前記ＨＣが、（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ
２により産生された抗体、または（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨ
Ｉ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうち
の任意の１つの重鎖可変ドメインのアミノ酸配列を含み、前記ＬＣが、（ｉ）ハイブリド
ーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２により産生された抗体、または
（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任意の１つの軽鎖可変ドメイン
のアミノ酸配列を含む、項目２に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目２２)
　ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５によ
り産生された抗体の前記重鎖可変ドメインが、配列番号５３のアミノ酸配列を含み、ハイ
ブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生
された抗体の前記軽鎖可変ドメインが、配列番号５７のアミノ酸配列を含む、項目２１に
記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目２３)
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　ポリクローナル抗体、モノクローナル抗体、ヒト化抗体、抗体誘導体、ベニア化抗体、
ダイアボディ、抗体誘導体、組換えヒト抗体、キメラ抗体、または抗体断片の群のうちの
１つまたは複数の中に含まれる、項目２に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目２４)
　ヒト化抗体である、項目２３に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目２５)
　前記ヒト化抗体が、
　（ａ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　
１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任
意の１つのＣＤＲＨ１のアミノ酸配列を含むＨＣ　ＣＤＲＨ１；および／もしくは
　（ｂ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　
１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任
意の１つのＣＤＲＨ２のアミノ酸配列を含むＨＣ　ＣＤＲＨ２；および／もしくは
　（ｃ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　
１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任
意の１つのＣＤＲＨ３のアミノ酸配列を含むＨＣ　ＣＤＲＨ３
を含み；
ならびに／または前記ＬＣが、
　（ｄ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　
１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任
意の１つのＣＤＲＬ１のアミノ酸配列を含むＬＣ　ＣＤＲＬ１；および／もしくは
　（ｅ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　
１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任
意の１つのＣＤＲＬ２のアミノ酸配列を含むＬＣ　ＣＤＲＬ２；および／もしくは
　（ｆ）（ｉ）ハイブリドーマ細胞株ＩｈｆＢ４　ＮＴＨＩ　４Ｅ１１．Ｅ５．Ｇ２によ
り産生された抗体、もしくは（ｉｉ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　
１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ５により産生された抗体の群より選択される抗体のうちの任
意の１つのＣＤＲＬ３のアミノ酸配列を含むＬＣ　ＣＤＲＬ３
を含む、項目２４に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目２６)
　（ａ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＨ１配列が、アミノ酸配列ＦＮＩＫＤＹＹ（配列番
号１１０）を含み；かつ／もしくは
　（ｂ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＨ２配列が、アミノ酸配列ＩＤＰＥＮＤＤＴ（配列
番号１１４）を含み；かつ／もしくは
　（ｃ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＨ３配列が、アミノ酸配列ＴＥＬＧＡＹ（配列番号
１２９）を含み；
ならびに／または
　（ｄ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＬ１配列が、アミノ酸配列ＱＳＬＬＤＳＮＧＫＴＹ
（配列番号１３０）を含み；かつ／もしくは
　（ｅ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＬ２配列が、アミノ酸配列ＬＶＳ（配列番号１３３
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）を含み；かつ／もしくは
　（ｆ）ハイブリドーマ細胞株ｍＩｈｆｍＢ４　ＮＴＨＩ　１２Ｅ６．Ｆ８．Ｄ１２．Ｄ
５により産生された抗体の前記ＣＤＲＬ３配列が、アミノ酸配列ＷＱＳＴＨＦＰＨ（配列
番号１５８）を含む、
項目２５に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目２７)
　ヒトフレームワーク配列をさらに含む、項目２４に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目２８)
　ヒトＩｇＧに由来する定常領域をさらに含む、項目２７に記載の抗体または抗原結合性
断片。
(項目２９)
　モノクローナル抗体である、項目２３に記載の抗体または抗原結合性断片。
(項目３０)
　前記モノクローナル抗体が、ＩｇＧである、項目２９に記載の抗体または抗原結合性断
片。
(項目３１)
　項目２９に記載のモノクローナル抗体を産生するハイブリドーマ。
(項目３２)
　項目１から３０のいずれか一項に記載の抗体または抗原結合性断片をコードする、単離
されたポリペプチド。
(項目３３)
　項目３２に記載のポリペプチドをコードする、単離されたポリヌクレオチド。
(項目３４)
　項目３３に記載のポリヌクレオチドを含むベクター。
(項目３５)
　異種プロモーター配列をさらに含む、項目３４に記載のベクター。
(項目３６)
　項目３２に記載のポリペプチドのうちの１つまたは複数を含む、単離された宿主細胞。
(項目３７)
　項目３３に記載のポリヌクレオチドを含む、単離された宿主細胞。
(項目３８)
　項目３４に記載のベクターを含む、単離された宿主細胞。
(項目３９)
　任意の１つまたは複数の項目１に記載の抗体または抗原結合性断片を含む組成物。
(項目４０)
　前記組成物が、以下：
　配列番号１２
【化１６２】

配列番号１３
【化１６３】

またはそれらのそれぞれの等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまた
は組換え型のポリペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体ま
たは抗原結合性断片をさらに含み、等価物ポリペプチドが、参照ポリペプチドと少なくと
も約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジ
ェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物
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とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリン
ジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣ
から約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度
；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項
目３９に記載の組成物。
(項目４１)
　前記組成物が、以下：
　（ａ）配列番号１３
【化１６４】

配列番号１４
【化１６５】

またはそれらの等価物を含む、もしくはそれから本質的になる、単離されたもしくは組換
え型のポリペプチドを特異的に認識する、もしくはそれに特異的に結合する、抗体もしく
は抗原結合性断片；ならびに
　（ｂ）配列番号１６

【化１６６】

配列番号１７
【化１６７】

またはそれらの等価物を含む、もしくはそれから本質的になる、単離されたもしくは組換
え型のポリペプチドを特異的に認識する、もしくはそれに特異的に結合する、抗体もしく
は抗原結合性断片
の群より選択される、２つまたはそれよりも多い抗体または抗原結合性断片を含む、また
はそれから本質的になり、
　（ｃ）等価物が、参照ポリペプチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同
一性を有するポリペプチド、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列を
コードするポリペプチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによ
りコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃ま
でのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約
５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、も
しくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目４０に記載の組成物。
(項目４２)
　前記組成物が、以下：
　（ａ）配列番号１２
【化１６８】

またはそれらの等価物を含む、もしくはそれから本質的になる、単離されたもしくは組換
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え型のポリペプチドを特異的に認識する、もしくはそれに特異的に結合する、抗体もしく
は抗原結合性断片；ならびに
　（ｂ）配列番号１５
【化１６９】

またはそれらの等価物を含む、もしくはそれから本質的になる、単離されたもしくは組換
え型のポリペプチドを特異的に認識する、もしくはそれに特異的に結合する、抗体もしく
は抗原結合性断片
の群より選択される、２つまたはそれよりも多い抗体または抗原結合性断片を含む、また
はそれから本質的になり、
　（ｃ）等価物が、参照ポリペプチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同
一性を有するポリペプチド、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列を
コードするポリペプチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによ
りコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃ま
でのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約
５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、も
しくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目４０に記載の組成物。
(項目４３)
　前記１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片のうちの１つまたは複数が、ポリクロ
ーナル抗体またはモノクローナル抗体である、項目３９または４０に記載の組成物。
(項目４４)
　アジュバント、抗原性ペプチド、ＤＮアーゼ、異なる抗体、または抗菌薬のうちの１つ
または複数をさらに含む、項目３９または４０に記載の組成物。
(項目４５)
　バイオフィルムを破壊する、またはそれに干渉する方法であって、前記バイオフィルム
を、有効量の、
　（ａ）配列番号１４

【化１７０】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；
　（ｂ）配列番号１６

【化１７１】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；
　（ｃ）配列番号１７

【化１７２】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
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リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；
　（ｄ）配列番号３３
【化１７３】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；
　（ｅ）配列番号３１

【化１７４】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；あるいは
　（ｆ）アミノ酸配列ＮＰＸＴを含むポリペプチド
のうちの１つまたは複数と接触させるステップを含み、
　（ｇ）等価物は、参照ポリペプチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同
一性を有するポリペプチド、または高ストリンジェンシー条件下で、前記ポリペプチドを
コードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチド
によりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８
℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度
；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ
、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、方法。
(項目４６)
　前記バイオフィルムを、配列番号１３
【化１７５】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、有効量の抗体または抗
原結合性断片と接触させるステップをさらに含み、等価物が、参照ポリペプチドと少なく
とも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するポリペプチド、または高ストリン
ジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリペプチドもしくはその相補物と
ハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジ
ェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣか
ら約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；
および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目
４５に記載の方法。
(項目４７)
　（ａ）配列番号１３
【化１７６】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、有効量の抗体または抗
原結合性断片；
　（ｂ）配列番号１６
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【化１７７】

を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポリペプチドを特異
的に認識する、またはそれに特異的に結合する、有効量の抗体または抗原結合性断片；
　（ｃ）配列番号１７

【化１７８】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、有効量の抗体または抗
原結合性断片；
　（ｄ）配列番号３３

【化１７９】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；
　（ｅ）配列番号３１

【化１８０】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；
　（ｆ）アミノ酸配列ＮＰＸＴを含むポリペプチド、
のうちの２つまたはそれよりも多くを投与するステップを含み、
　等価物が、参照ポリペプチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を
有するポリペプチド、または高ストリンジェンシー条件下で、前記ポリペプチドをコード
するポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドにより
コードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃まで
のインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５
５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もし
くは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目４５または４６に記載の方法。
(項目４８)
　バイオフィルムの存在を検出する方法であって、
　（ａ）任意の１つまたは複数の項目１に記載の抗体または抗原結合性断片を、バイオフ
ィルムを有することが疑われる表面に投与するステップと；
　（ｂ）前記１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片の存在または非存在を検出する
ステップであって、前記１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片の存在がバイオフィ
ルムの存在に対応する、ステップと
を含む、方法。
(項目４９)
　配列番号１２
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【化１８１】

配列番号１３
【化１８２】

またはそれらのそれぞれの等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまた
は組換え型のポリペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体ま
たは抗原結合性断片の群より選択される、１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片を
投与するステップをさらに含み、等価物ポリペプチドが、参照ポリペプチドと少なくとも
約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェ
ンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物と
ハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジ
ェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣか
ら約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；
および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目
４８に記載の方法。
(項目５０)
　（ａ）配列番号１２

【化１８３】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片；ならびに
　（ｂ）配列番号１５

【化１８４】

またはその等価物を含む、またはそれから本質的になる、単離されたまたは組換え型のポ
リペプチドを特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する、抗体または抗原結合性
断片
の群より選択される、２つまたはそれよりも多い抗体または抗原結合性断片を投与するス
テップを含み、
　（ｃ）等価物が、参照ポリペプチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同
一性を有するポリペプチド、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列を
コードするポリペプチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによ
りコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃ま
でのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約
５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、も
しくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目４８または４９に記載の方法。
(項目５１)
　前記１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片を、検出可能な標識に共有結合により
付着させる、または検出可能に標識化する、項目４８に記載の方法。
(項目５２)
　処置を必要とする対象を処置する方法であって、有効量の項目１に記載の抗体または抗
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原結合性断片を前記対象に投与するステップを含む、方法。
(項目５３)
　処置を必要とする対象を処置する方法であって、有効量の項目３９に記載の組成物を前
記対象に投与するステップを含む、方法。
(項目５４)
　１つまたは複数の単離されたまたは組換え型のポリペプチドであって、
　（ｉ）配列番号１２
【化１８５】

　（ｉｉ）配列番号１３
【化１８６】

　（ｉｉｉ）配列番号１４
【化１８７】

　（ｉｖ）配列番号１５

【化１８８】

　（ｖ）配列番号１６
【化１８９】

　（ｖｉ）配列番号１７
【化１９０】

　（ｖｉｉ）配列番号３３

【化１９１】

　（ｖｉｉｉ）配列番号３１
【化１９２】

　（ｉｘ）アミノ酸配列ＮＰＸＴを含むポリペプチド；あるいは
　（ｘ）（ｉ）～（ｉｘ）の等価物であって、等価物が、参照ポリペプチドと少なくとも
約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェ
ンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物と
ハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジ



(24) JP 2018-528763 A5 2019.9.12

ェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣか
ら約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；
および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、等価
物
から選択されるアミノ酸配列を含む、またはそれから本質的になるポリペプチドを投与す
るステップをさらに含む、項目５２または５３に記載の方法。
(項目５５)
　有効量の抗菌薬を投与するステップをさらに含む、項目５２または５３に記載の方法。
(項目５６)
　前記対象が、Ａｇｇｒｅｇａｔｉｂａｃｔｅｒ　ａｃｔｉｎｏｍｙｃｅｔｅｍｃｏｍｉ
ｔａｎｓ、Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｂｕｒｇｄｏｒｆｅｒｉ（例えば、Ｂ３１）、Ｂｏｒｄｅ
ｔｅｌｌａ　ｐｅｒｔｕｓｓｉｓ（例えば、Ｔｏｈａｍａ　Ｉ）、Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒ
ｉａ　ｐｓｅｕｄｏｍａｌｌｅｉ（例えば、６６８）、Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅ
ｎｏｃｅｐａｃｉａ（例えば、ＨＩ２４２４）、Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ（例
えば、Ｋ１２　ＭＧ１６５５）、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ（例えば
、Ｖ５８３）、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ（例えば、Ｒｄ　ＫＷ２
０）、Ｈｅｌｉｃｏｂａｃｔｅｒ　ｐｙｌｏｒｉ（例えば、２６６９５）、Ｋｌｅｂｓｉ
ｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａ、Ｍｏｒａｘｅｌｌａ　ｃａｔａｒｒｈａｌｉｓ（例えば
、ＲＨ４）、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｍｅｇｍａｔｉｓ（例えば、ＭＣ２）、Ｍ
ｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ（例えば、ＣＤＣ１５５１）、Ｎ
ｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｒｈｏｅａｅ（例えば、ＦＡ１０９０）、Ｎｅｉｓｓｅｒ
ｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ（例えば、ＭＣ５８）、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅ
ｒｕｇｉｎｏｓａ、Ｐｏｒｐｈｙｒｏｍｏｎａｓ　ｇｉｎｇｉｖａｌｉｓ（例えば、Ｗ８
３）、Ｐｒｅｖｏｔｅｌｌａ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ（例えば、１７）、Ｐｒｅｖｏｔｅ
ｌｌａ　ｍｅｌａｎｉｎｏｇｅｎｉｃａ（例えば、ＡＴＣＣ（登録商標）２５８４５）、
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ（例えば、ＭＷ２）、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ（例えば、ＲＰ６２Ａ）、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ａｇａｌａｃｔｉａｅ（例えば、２６０３Ｖ／Ｒ）、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ
　ｂｏｖｉｓ、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｇａｌｌｏｌｙｔｉｃｕｓ（例えば、ＵＣ
Ｎ３４）、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｇｏｒｄｏｎｉｉ（例えば、ＮＣＴＣ　７８６
８　（Ｃｈａｌｌｉｓ））、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｍｕｔａｎｓ（例えば、ＵＡ
１５９）、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ（例えば、Ｒ６）、Ｓｔ
ｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏｇｅｎｅｓ（例えば、ＭＧＡＳ１０２７０）、Ｓｔｒｅ
ｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｏｂｒｉｎｕｓ（例えば、６７１５）、Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　
ｅｎｔｅｒｉｃａ（例えば、ｔｙｐｈｉ、ＣＴ１８）、Ｔｒｅｐｏｎｅｍａ　ｄｅｎｔｉ
ｃｏｌａ（例えば、ＡＴＣＣ（登録商標）３５４０５）、Ｔｒｅｐｏｎｅｍａ　ｐａｌｌ
ａｄｕｍ（例えば、Ｎｉｃｈｏｌｓ）、Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａ（例えば、Ｅｌ　
Ｔｏｒ、Ｎ１６９６１）、Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ種、Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎ
ｅｕｍｏｐｈｉｌａ、およびＬｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓの群より選
択される、バイオフィルム形成性微生物に感染している、項目５２または５３に記載の方
法。
(項目５７)
　処置を必要とする前記対象が、感染した人工デバイス、関節、カテーテル、ステントま
たは他の外科用インプラント、肺感染症、肺炎、嚢胞性線維症、中耳炎、中耳腔換気用チ
ューブ後の耳漏、慢性化膿性中耳炎、自然弁感染性心内膜炎、骨髄炎、鼻副鼻腔炎、前立
腺炎、尿路感染症、皮膚創傷、ライム病、齲歯、および歯周炎の群より選択される状態ま
たは疾患を患っている、項目５２または５３に記載の方法。
(項目５８)
　前記対象が、小児患者である、項目５２または５３に記載の方法。
(項目５９)
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　前記投与が、局所投与または全身性投与である、項目５２または５３に記載の方法。
(項目６０)
　前記有効量が、１回または複数回の用量を含む、項目５２または５３に記載の方法。
(項目６１)
　バイオフィルムに関連する疾患または状態を有することが疑われる対象を処置するため
のワクチン組成物であって、
　（ｉ）配列番号１４
【化１９３】

　（ｉｉ）配列番号１５
【化１９４】

　（ｉｉｉ）配列番号１６
【化１９５】

　（ｉｖ）配列番号１７

【化１９６】

　（ｖ）配列番号３３
【化１９７】

　（ｖｉ）配列番号３１
【化１９８】

　（ｖｉｉ）アミノ酸配列ＮＰＸＴを含むポリペプチド；あるいは
　（ｖｉｉｉ）（ｉ）～（ｖｉｉ）の等価物であって、等価物ポリペプチドが、参照ポリ
ペプチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、
または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチド
もしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸
を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション
温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％まで
のホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による
洗浄溶液を含む、等価物
から選択されるアミノ酸配列を含む、またはそれから本質的になる、１つまたは複数の、
単離されたまたは組換え型のポリペプチドを含む、ワクチン組成物。
(項目６２)
　前記ワクチン組成物が、以下：
　配列番号１２
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【化１９９】

配列番号１３
【化２００】

またはそれらのそれぞれの等価物から選択されるアミノ酸配列を含む、またはそれから本
質的になる、１つまたは複数の、単離されたまたは組換え型のポリペプチドをさらに含み
、等価物ポリペプチドが、参照ポリペプチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミ
ノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸
配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレ
オチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から
約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝
液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×
ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目６１に記載のワクチン組成物。
(項目６３)
　有効量のアジュバントをさらに含む、項目６１または６２に記載のワクチン組成物。
(項目６４)
　バイオフィルム関連疾患を有することが疑われる対象を処置する方法であって、
　（ａ）患者から単離された試料中に、１つまたは複数のＤＮＡＢＩＩタンパク質の存在
または非存在を検出するステップであって、前記１つまたは複数のＤＮＡＢＩＩタンパク
質の存在がバイオフィルムの存在に対応する、ステップと；
　（ｂ）１つまたは複数のＤＮＡＢＩＩタンパク質が存在する場合、有効量の項目１から
３０までのいずれか一項に記載の抗体または抗原結合性断片を前記対象に投与するステッ
プと
を含む、方法。
(項目６５)
　バイオフィルム関連疾患を有することが疑われる対象を処置する方法であって、
　（ａ）患者から単離された試料中に、１つまたは複数のＤＮＡＢＩＩタンパク質の存在
または非存在を検出するステップであって、前記１つまたは複数のＤＮＡＢＩＩタンパク
質の存在がバイオフィルムの存在に対応する、ステップと；
　（ｂ）１つまたは複数のＤＮＡＢＩＩタンパク質が存在する場合、有効量の項目３９か
ら４２までのいずれか一項に記載の組成物を前記対象に投与するステップと
を含む、方法。
(項目６６)
　生物学的試料中の１つまたは複数のＤＮＡＢＩＩの結合の存在を、前記生物学的試料中
の、配列番号１２から１７までおよび配列番号３３から選択されるポリペプチドを含む、
１つまたは複数のポリペプチドの存在に基づき決定する、項目６４に記載の方法。
(項目６７)
　生物学的試料中の１つまたは複数のＤＮＡＢＩＩの結合の存在を、前記生物学的試料中
の、配列番号１２から１７までおよび配列番号３３から選択されるポリペプチドを含む、
１つまたは複数のポリペプチドの存在に基づき決定する、項目６５に記載の方法。
(項目６８)
　項目１に記載の抗体または抗原結合性断片と、使用のための指示とを含むキット。
(項目６９)
　項目３９に記載の組成物と、使用のための指示とを含むキット。
(項目７０)
　アジュバント、抗原性ペプチド、ＤＮアーゼ、抗体、または抗菌薬のうちの１つまたは
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複数をさらに含む、項目６８または６９に記載のキット。
(項目７１)
　液体キャリア、薬学的に許容されるキャリア、固相キャリア、薬学的に許容されるポリ
マー、リポソーム、ミセル、インプラント、ステント、ペースト、ゲル、歯科インプラン
ト、または医療用インプラントの群より選択されるキャリアをさらに含む、項目６８また
は６９に記載のキット。
(項目７２)
　配列番号１４から１７まで、配列番号３１、もしくは配列番号３３、またはそれらのそ
れぞれの等価物の群より選択される１つまたは複数のポリペプチド配列を含むキットであ
って、等価物が、参照ポリヌクレオチドと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸
同一性を有するポリペプチド、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列
をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチ
ドによりコードされるポリペプチドを含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から
約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝
液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×
ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、キット。
(項目７３)
　配列番号１２、配列番号１３、またはそれらのそれぞれの等価物の群より選択される１
つまたは複数のポリペプチド配列をさらに含み、等価物が、参照ポリヌクレオチドと少な
くとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するポリペプチド、または高ストリ
ンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相
補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるポリペプチドを含み、高
ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１
×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムア
ミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を
含む、項目７２に記載のキット。
(項目７４)
　項目３２に記載のポリペプチドをコードするポリヌクレオチドを含むキット。
(項目７５)
　選択された前記ポリペプチド配列に特異的な抗体の産生のための指示、または前記ポリ
ペプチド、前記ポリヌクレオチド、もしくは前記抗体のうちの任意の１つまたは複数の検
出のための指示をさらに含む、項目７２または７３に記載のキット。
(項目７６)
　選択された前記ポリペプチド配列に特異的な抗体の産生のための指示、または前記ポリ
ペプチド、前記ポリヌクレオチド、もしくは前記抗体のうちの任意の１つまたは複数の検
出のための指示をさらに含む、項目７４に記載のキット。
(項目７７)
　重鎖（ＨＣ）免疫グロブリン可変ドメイン配列および軽鎖（ＬＣ）免疫グロブリン可変
ドメイン配列を含む、単離された抗体であって、前記抗体が、配列番号１７のアミノ酸ま
たはその等価物を含むＩｈｆＢのエピトープに結合し、等価物が、それらと少なくとも約
８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェン
シー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハ
イブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェ
ンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから
約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；お
よび約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含み、前記抗
体がヒト化抗体またはモノクローナル抗体の群より選択される、抗体。
(項目７８)
　（ａ）前記ＨＣが、ＴＥＬＧＡＹ（配列番号１２９）のＣＤＲＨ３配列もしくはその等
価物を含み；かつ／または
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　（ｂ）前記ＬＣが、ＷＱＳＴＨＦＰＨ（配列番号１５８）のＣＤＲＬ３配列もしくはそ
の等価物を含み、
　等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミ
ノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌ
クレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ
るアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュ
ベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約
７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオ
ン水による洗浄溶液を含む、
項目７７に記載の抗体。
(項目７９)
　前記ＨＣが、前記アミノ酸配列ＩＤＰＥＮＤＤＴ（配列番号１１４）またはその等価物
を含むＣＤＲＨ２配列をさらに含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性も
しくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前
記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズする
ポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約
５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣ
までの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ
、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目７７に記載の抗体。
(項目８０)
　前記ＨＣが、アミノ酸配列ＦＮＩＫＤＹＹ（配列番号１１０）またはその等価物を含む
ＣＤＲＨ１配列をさらに含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくは
アミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミ
ノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌ
クレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃
から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの
緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．
１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目７７に記載の抗体。
(項目８１)
　前記ＬＣが、アミノ酸配列ＬＶＳ（配列番号１３３）またはその等価物を含むＣＤＲＬ
２配列をさらに含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸
同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列
をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチ
ドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６
８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃
度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳ
Ｃ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目７７に記載の抗体。
(項目８２)
　前記ＬＣが、アミノ酸配列ＱＳＬＬＤＳＮＧＫＴＹ（配列番号１３０）またはその等価
物を含むＣＤＲＬ１配列をさらに含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性
もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、
前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズす
るポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、
約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳ
Ｃまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳ
Ｃ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目７７に記載の抗体
。
(項目８３)
　前記ＨＣが、
　（ａ）アミノ酸配列ＦＮＩＫＤＹＹ（配列番号１１０）もしくはその等価物を含むＨＣ
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　ＣＤＲＨ１；および／または
　（ｂ）アミノ酸配列ＩＤＰＥＮＤＤＴ（配列番号１１４）もしくはその等価物を含むＨ
Ｃ　ＣＤＲＨ２；および／または
　（ｃ）アミノ酸ＴＥＬＧＡＹ（配列番号１２９）もしくはその等価物を含むＨＣ　ＣＤ
ＲＨ３
を含み；
かつ／あるいは前記ＬＣが、
　（ｄ）アミノ酸配列ＱＳＬＬＤＳＮＧＫＴＹ（配列番号１３０）もしくはその等価物を
含むＬＣ　ＣＤＲＬ１；および／または
　（ｅ）アミノ酸配列ＬＶＳ（配列番号１３３）もしくはその等価物を含むＬＣ　ＣＤＲ
Ｌ２；および／または
　（ｆ）アミノ酸配列ＷＱＳＴＨＦＰＨ（配列番号１５８）もしくはその等価物を含むＬ
Ｃ　ＣＤＲＬ３
を含み、
　等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミ
ノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌ
クレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ
るアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュ
ベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約
７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオ
ン水による洗浄溶液を含む、項目７７に記載の抗体。
(項目８４)
　前記ＨＣが、
　（ａ）アミノ酸配列ＦＮＩＫＤＹＹ（配列番号１１０）もしくはその等価物を含むＨＣ
　ＣＤＲＨ１；および
　（ｂ）アミノ酸配列ＩＤＰＥＮＤＤＴ（配列番号１１４）もしくはその等価物を含むＨ
Ｃ　ＣＤＲＨ２；および
　（ｃ）アミノ酸ＴＥＬＧＡＹ（配列番号１２９）もしくはその等価物を含むＨＣ　ＣＤ
ＲＨ３
を含み；
前記ＬＣが、
　（ｄ）アミノ酸配列ＱＳＬＬＤＳＮＧＫＴＹ（配列番号１３０）もしくはその等価物を
含むＬＣ　ＣＤＲＬ１；および
　（ｅ）アミノ酸配列ＬＶＳ（配列番号１３３）もしくはその等価物を含むＬＣ　ＣＤＲ
Ｌ２；および
　（ｆ）アミノ酸配列ＷＱＳＴＨＦＰＨ（配列番号１５８）もしくはその等価物を含むＬ
Ｃ　ＣＤＲＬ３
を含み、
　等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミ
ノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌ
クレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ
るアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュ
ベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約
７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオ
ン水による洗浄溶液を含む、項目７７に記載の抗体。
(項目８５)
　前記ＨＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号５３のアミノ酸配列またはその
等価物を含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性
を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコー
ドするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによ
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りコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃ま
でのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約
５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、も
しくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目７７に記載の抗体。
(項目８６)
　前記ＬＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号５７のアミノ酸配列またはその
等価物を含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性
を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコー
ドするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによ
りコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃ま
でのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約
５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、も
しくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目７７に記載の抗体。
(項目８７)
　前記ＨＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号５３のアミノ酸配列またはその
等価物を含み、前記ＬＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号５７のアミノ酸配
列またはその等価物を含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはア
ミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ
酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌク
レオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃か
ら約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩
衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１
×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目７７に記載の抗体。
(項目８８)
　重鎖（ＨＣ）免疫グロブリン可変ドメイン配列および軽鎖（ＬＣ）免疫グロブリン可変
ドメイン配列を含む、単離された抗体であって、前記抗体が、配列番号１３のアミノ酸ま
たはその等価物を含むＩｈｆＡのエピトープに結合し、等価物が、それらと少なくとも約
８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェン
シー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハ
イブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェ
ンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから
約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；お
よび約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含み、前記抗
体がヒト化抗体またはモノクローナル抗体の群より選択される、抗体。
(項目８９)
　（ａ）前記ＨＣが、アミノ酸配列ＲＥＤＳ（配列番号７７）もしくはその等価物を含む
ＣＤＲＨ３配列を含み；かつ／または
　（ｂ）前記ＬＣが、アミノ酸配列ＱＱＹＮＳＹＰ（配列番号１０８）もしくはその等価
物を含むＣＤＲＬ３配列を含み、
　等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミ
ノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌ
クレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ
るアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュ
ベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約
７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、または脱イオン
水による洗浄溶液を含む、項目８８に記載の抗体。
(項目９０)
　前記ＨＣが、アミノ酸配列ＩＷＡＧＧＳＴ（配列番号６２）またはその等価物を含むＣ
ＤＲＨ２配列をさらに含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはア
ミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ
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酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌク
レオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃か
ら約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩
衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１
×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目８８に記載の抗体。
(項目９１)
　前記ＨＣが、アミノ酸配列ＦＳＬＴＳＹＳ（配列番号５８）またはその等価物を含むＣ
ＤＲＨ１配列をさらに含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはア
ミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ
酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌク
レオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃か
ら約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩
衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１
×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目８８に記載の抗体。
(項目９２)
　前記ＬＣが、アミノ酸配列ＳＡＳ（配列番号８２）またはその等価物を含むＣＤＲＬ２
配列をさらに含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同
一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列を
コードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチド
によりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８
℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度
；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ
、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目８８に記載の抗体。
(項目９３)
　前記ＬＣが、アミノ酸配列ＱＮＶＧＴＮ（配列番号７９）またはその等価物を含むＣＤ
ＲＬ１配列をさらに含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミ
ノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸
配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレ
オチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から
約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝
液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×
ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目８８に記載の抗体。
(項目９４)
　前記ＨＣが、
　（ａ）アミノ酸配列ＦＳＬＴＳＹＳ（配列番号５８）もしくはその等価物を含むＨＣ　
ＣＤＲＨ１；および／または
　（ｂ）アミノ酸配列ＩＷＡＧＧＳＴ（配列番号６２）もしくはその等価物を含むＨＣ　
ＣＤＲＨ２；および／または
　（ｃ）アミノ酸配列ＲＥＤＳ（配列番号７７）もしくはその等価物を含むＨＣ　ＣＤＲ
Ｈ３
を含み；
かつ／あるいは前記ＬＣが、
　（ｄ）アミノ酸配列ＱＮＶＧＴＮ（配列番号７９）もしくはその等価物を含むＬＣ　Ｃ
ＤＲＬ１；および／または
　（ｅ）アミノ酸配列ＳＡＳ（配列番号８２）もしくはその等価物を含むＬＣ　ＣＤＲＬ
２；および／または
　（ｆ）アミノ酸配列ＱＱＹＮＳＹＰ（配列番号１０８）もしくはその等価物を含むＬＣ
　ＣＤＲＬ３
を含み、
　等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミ
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ノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌ
クレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ
るアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュ
ベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約
７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオ
ン水による洗浄溶液を含む、項目８８に記載の抗体。
(項目９５)
　前記ＨＣが、
　（ａ）アミノ酸配列ＦＳＬＴＳＹＳ（配列番号５８）もしくはその等価物を含むＨＣ　
ＣＤＲＨ１；および
　（ｂ）アミノ酸配列ＩＷＡＧＧＳＴ（配列番号６２）もしくはその等価物を含むＨＣ　
ＣＤＲＨ２；および
　（ｃ）アミノ酸配列ＲＥＤＳ（配列番号７７）もしくはその等価物を含むＨＣ　ＣＤＲ
Ｈ３
を含み；
前記ＬＣが、
　（ｄ）アミノ酸配列ＱＮＶＧＴＮ（配列番号７９）もしくはその等価物を含むＬＣ　Ｃ
ＤＲＬ１；および
　（ｅ）アミノ酸配列ＳＡＳ（配列番号８２）もしくはその等価物を含むＬＣ　ＣＤＲＬ
２；および
　（ｆ）アミノ酸配列ＱＱＹＮＳＹＰ（配列番号１０８）もしくはその等価物を含むＬＣ
　ＣＤＲＬ３
を含み、
　等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性を有するアミ
ノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコードするポリヌ
クレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ
るアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃までのインキュ
ベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約５５％から約
７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、もしくは脱イオ
ン水による洗浄溶液を含む、項目８８に記載の抗体。
(項目９６)
　前記ＨＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号５１のアミノ酸配列またはその
等価物を含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性
を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコー
ドするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによ
りコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃ま
でのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約
５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、も
しくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目８８に記載の抗体。
(項目９７)
　前記ＬＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号５５のアミノ酸配列またはその
等価物を含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはアミノ酸同一性
を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ酸配列をコー
ドするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌクレオチドによ
りコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃から約６８℃ま
でのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩衝液濃度；約
５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１×ＳＳＣ、も
しくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目８８に記載の抗体。
(項目９８)
　前記ＨＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号５３のアミノ酸配列またはその
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等価物を含み、前記ＬＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号５７のアミノ酸配
列またはその等価物を含み、等価物が、それらと少なくとも約８０％の相同性もしくはア
ミノ酸同一性を有するアミノ酸配列、または高ストリンジェンシー条件下で、前記アミノ
酸配列をコードするポリヌクレオチドもしくはその相補物とハイブリダイズするポリヌク
レオチドによりコードされるアミノ酸を含み、高ストリンジェンシー条件が、約５５℃か
ら約６８℃までのインキュベーション温度；約１×ＳＳＣから約０．１×ＳＳＣまでの緩
衝液濃度；約５５％から約７５％までのホルムアミド濃度；および約１×ＳＳＣ、０．１
×ＳＳＣ、もしくは脱イオン水による洗浄溶液を含む、項目８８に記載の抗体。
(項目９９)
　ＤＮＡＢＩＩタンパク質の、微生物ＤＮＡへの結合を阻害する、それと競合する、また
はそれを漸減することが可能な抗体または抗原を同定する方法であって、
　（ａ）ＤＮＡＢＩＩタンパク質、その断片、またはその等価物内の、アンチパラレルの
ベータリボンの一部としての、鋭角ターンと一致するアミノ酸配列を同定するステップと
；
　（ｂ）１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片を、前記ＤＮＡＢＩＩタンパク質、
その断片、またはその等価物を特異的に認識する、またはそれに特異的に結合するそれら
の能力についてスクリーニングするステップと
を含む方法。
(項目１００)
　前記アミノ酸配列が、コンセンサス配列ＮＰＸＴを含む、項目９９に記載の方法。
(項目１０１)
　前記Ｘが、Ｑ、Ｒ、Ｋ、Ｓ、およびＴの群より選択されるアミノ酸を表す、項目１００
に記載の方法。
(項目１０２)
　前記ＤＮＡＢＩＩタンパク質、その断片、またはその等価物を特異的に認識する、また
はそれに特異的に結合することが可能な前記１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片
を単離するステップをさらに含む、項目９９から１０１までのいずれか一項に記載の方法
。
(項目１０３)
　前記ＤＮＡＢＩＩタンパク質、その断片、またはその等価物を特異的に認識する、また
はそれに特異的に結合することが可能な前記１つまたは複数の抗体または抗原結合性断片
のうちの１つを産生する細胞を単離するステップをさらに含む、項目１００または１０１
に記載の方法。
(項目１０４)
　細胞が、Ｂ細胞である、項目１０３に記載の方法。
(項目１０５)
　項目１０４に記載の方法に従って得られる前記Ｂ細胞から生成されるハイブリドーマ。
(項目１０６)
　項目１０２に記載の方法に従って得られる、ＤＮＡＢＩＩタンパク質、その断片、また
はその等価物内の、アンチパラレルのベータリボンの一部としての、鋭角ターンと一致す
るアミノ酸配列を特異的に認識する、またはそれに特異的に結合する抗体。
(項目１０７)
　バイオフィルム、または宿主においてバイオフィルムを生じる、宿主における感染症も
しくは宿主の感染症を予防、破壊、または処置する免疫防御的抗体を同定するための方法
であって、抗体を、アミノ酸モチーフであるＮＰＸＴと、ＤＮＡＢＩＩタンパク質内また
はその断片内の、アンチパラレルのベータリボンの一部としての、鋭角ターンとを含む、
前記ＤＮＡＢＩＩタンパク質またはその断片と、前記抗体の、前記タンパク質またはその
断片への結合を優先する条件下で接触させるステップと、前記タンパク質またはその断片
に結合した任意の抗体を検出するステップとを含む方法。
(項目１０８)
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　前記抗体を、バイオフィルムを生じる微生物感染症を患うことが疑われる対象から単離
されたＢ細胞により産生する、項目１０７に記載の方法。
(項目１０９)
　前記ＤＮＡＢＩＩタンパク質または断片が、Ａ５（配列番号１３（ＲＰＧＲＮＰＫＴＧ
ＤＶＶＰＶＳＡＲＲＶＶ））またはｍＢ４（配列番号１７（ＦＳＬＨＨＲＱＰＲＬＧＲＮ
ＰＫＴＧＤＳＶ））を含む、項目１０７または１０８に記載の方法。
(項目１１０)
　前記タンパク質またはその断片に結合した前記抗体を単離するステップをさらに含む、
項目１０７または１０８に記載の方法。
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其他公开文献 JP2018528763A

摘要(译)

本公开内容提供了分离的或重组的抗体，其可用于接种患有慢性/复发性生物膜疾病的个体或作为具有现有感染的个体的治疗剂。类
型多肽。然后，个体的免疫系统将自然地产生抗体，其通过干扰功能性保护性生物膜的构建和/或维持来预防或去除这些细菌。或
者，可施用针对多肽的抗体以治疗或预防感染。利用我们的技术，从生物膜释放的细菌更容易被宿主免疫系统的其余部分清除。 点
域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/6d5c8981-7be3-4f1b-86b7-97929775cc2c



